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ｫ1»扱った遺跡と資料の性格
遺跡の名称:切田前谷地( 2)遺跡 (kiritamaeyachi (2)8ite)

遺跡所在地:青森県十和田市大字切回宇切田前谷地 26

遺跡の年代: 1 , 2 号住)計は西暦10世紀中葉， 3 号住府は二iゴl市2与を伴うが時期は検討中，桂子

分析を実施したのは 1 ， 3 号住賠資料のみ。

調査の主体:青森県十和田市教育委員会

調査担当者:滝沢幸長・鈴木克彦・鈴木進

調査報告書:鈴木十志雄 編集・執筆 f切回前谷地(2)遺跡発掘調査報告書J

(十利回市埋蔵文化財発掘調査報告書 第 7 集) 113p.

青森県十和田市教育委員会 1993 年 3 月 31 日発行.

十和田市教育委員会からは総数で 102 パックの資料が送付されてきた O 資料はすべてこの遺

跡で発掘された l 号住府と 3 号住居の床面から採取されたものである。発掘担当者は、これら

の竪穴住府から微小な炭化物の多い地区を選んで土壌を採取、フローテーション法(I)によって

炭化植物片を分離している。フローテーション法による分離作業には規定のスクリーン(最小

メッシュが 0.4 25mm 、 SANPO SIEVE No.425) が使用された。とりだされた炭化植物片は 1

住居から 27 サンプル、 3 号住賠からのものが 75 サンプルあった。

竪穴住府に伴ったのは土師器で、 3 号住}苦は西暦 915 年に降灰したとみられている十和田 a

火山灰層を切って掘り込まれており、西暦 10 世紀中頃のものと報告されている。

«2» 検出された炭化植物種子(表 A· 表 B)

同定が可能であった植物穂子は、つぎに述べる 8 種類が検出されている。ほかにダメージが大

きいためにアワかヒエかが分類できないものを一括して不明ミレットと扱い、さらに現時点で

は分類が困難なものを不明種子としておいた。

イネ 01yzasativa L. 、 アワ Setariaitalica (L) P.Beauv. 、 ヒエ Echinochloautilis

OhwietYabuna 、オオムギ属 Hordeum L. (H.vulgareL.) 、マメ科 LEGUMINOSAE 、

タデ科 POLYGONACEA 目、 トチノキ属 AesultlS L. 、マタタピ属 AetinidiaLind l.。各

種子の出土地点と検出個数については表 A· 表B に示しておく。
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3 号イから

タデ手lは種類が多

に比較して、雑穀、

した穂子コンブレクスが、

コムギなどが検出されていない。

この資料竹fツルマメである可tf~ttはきわめて liil

この時Ji}jの他の遺跡;にみられるキピ、

の他も合めて、北海道大学埋蔵文化財ー調査室の栴坂恭代氏にはお手伝いを頂

しかし、 J]ラその他から考えて、

辞

なかなか仕事の進まなし

!恐 it反12-10 a 、 10 b は果皮の剥洛しているタデ科の種子とそ

図版12-11 a はマタタピ属桂子であろう。表面!蒋造にも特徴が認められるが、

図版12-12 a 、 12 b はトチノキ民子葉破片。加熱炭化した子~二の破砕片の形態でクリと

きなかった。

した問題点は、三浦去介氏によっても指摘されているが(三浦: 1992 、 p.31) 、氏も

また、

たった i 粒の出二1-.で、あるため、詳細は不明である c

いため、細かい分類が困難である口

アワの出土が顕著である

し )0

なって頂いている。合わせて感謝したい。

ておきたし '0

{注}

(1)水によって炭化した微細な植物片を浮かせて採集する方法口基本I~りな手法は 1950年代

る事が北海道開拓記念館のLl I 旧情郎氏によって確かめられており、氏の教示に従ってトチとし

いた。北海道開拓記念館の山田悟郎氏には堅果類の分析については、いつもながら相談相手-に

のj立跡、の住民の所有していた栽培植物のすべてを表しているかどうかについて

に、栽培種子コンプレクスの造問:による違いが、時期や地域によってどのよう"

初頭からヨー口ッパの研究者によって中近東の調査などに用いられていた。 1960年代からはア

メリカの研究者によって発掘調査の際に積極的に利用されている。この過程で様々な簡単な装

置が開発され、使用されるようになってきた。日本でも 1972年からこの極装置が導入され、手Ij

謝

残る。たとえば、

«3» 結語

切田前谷地( 2)遺跡で検出された炭化植物種子は、これまで明確な資料の乏しかったこの

地域の栽培植物について、新しい資料をもたらした。コメの

、水田耕作適地の分布と絡んで、今後の考古学的調査の一つの手

がかりとなるであろう。出ご十

興味のあるところであろう。東北本州各地での同様な調査の進展が望まれる所以である c

に、こうした新しい資料の間:究の機会を与えて下さった十和田

市教育委員会、青森県埋蔵文化財調査センターおよび同センターの三浦主介氏に感謝したい c

また、走

5c に示した

4b はヒエの頴果で

5b 、

ダメージがかなりプミきいが、

2b に背加と前田清のみえ

どれもあまり保存が良くないが、

しかしヘソの部分や発芽口の位置

は全く見つからなかった。

!坂に示したG この資料は長さ

ツルマメであるかどうかの決定はで

どうもアズキやリヨクトウとは異なって

ヒエ特有の長細胞が観察される。

この資料の子葉に対する初生葉の大きさとその位

さを、計測して表C に示しておく、表をみてもわか

であろう。図!反 9 -2a 、

号住からは 9 粒検出されている。アワは他の栽培植物に比

i 号住から投出されたアワのうち加熱による変形の少ないも

8c にみられるようにヘソ脇の表面構造は参考までにあげた現

3·号住からは 2Jf.cj食出された。

8d に示したもう 1 伺のマメには問題がある。残念ながらこの資

3b にアワを示しておく G

はきわめて小さい口出土炭化アワの計測値はまだ不足しているので十分な検討

5c にみられるように初生葉の痕跡が認められた。豆類の同定についての「北大

Lla の表層が剥落した部分を拡大すると、

ヒエは l 号住肝から 67 粒、

マメ科の種子は i 号住府からのみ 2 粒検出されている。図版 10- 5a 、

3a はアワの頴果でi付頴の一部が残拝しているもの。

その部分を500倍に拡大してみると特有の乳頭突起が見える。

ある。

粒JI~ とE/HJ音~の膨らみからみて栽府ヒエとしてよいだろう。図版 9--4a 、

すると 5b 、

器準(背If!奇: 1992 、 pp.10-13) J を使い、

た楕円形の形態をもっO 表面構造は観察できなかったが、半割になった子葉部分を子細に観察

ものがその一つである。この資料は半割の状態で、検出された。長さ 5.1mm、 rl·届3.2mmのやや角ばっ

宮、加熱11又結があるとしても切回前谷地遺跡;の資料は小型で、あるように思う。

入出されたカfダメージ、カTプミきく行「測に

置から判断すれば、この資料はアズキ 日旨naangularis (Willd)Ohwi&Ohashi にきわめ

て泣い。参考までに、図版10- 6a-----7c に現生のアズキ、リヨクトウと各々の子葉ならびに

るであろう。図)坂口一 8 a 、

初j生葉の拡大写真をあげておく。これらと比較しでも出土のものがアズキに近い事が理解され

など変形を免れておりそれらの形態的特徴をみると、

いて、むしろ Glycine 附'suriensis Regeletl\! Iaack. によく似ていると考えられる。

;f-'I ・は、加熱のために種子の内部の一部が膨出変形している。

生ツルマメ

査型電子顕微鏡で観察しでも、

(ノマメ)に類似しているのである。日本の出土種子の関心を持っておられる高知

大学農学部の前田和美教授が早くから指捕しておられたように、ツルマメは古代の食用麓子候

補として出土の期待されていた(前田: 1987 、 pp.24- 25) 。今回の出土資料は、残念な事に

「北大基準 J を適用して観察できる保存状態にないため、



用され始めている。水面に浮上した種子を採集するために、幾種類かのメッシュ・サイズのス

クリーンを使用するが、サンプルの統一性を図るために、最後に使用するスクリーンのメッシュ・

サイズは0.425mmで統一規格としている。
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[表 A ]

遺 r1!j: サーンフ。 jレ クリ |コメ |アワ ヒエ|マメ科 タデ科 トチノヤ明ミレ 不 Hノljlf:小点北山

名 採取区 ツド (粒) (片) I(粒) (校) I(粒) (粒) 同(片) ット(粒) 子(粒)

l 号住居跡j来前 北京音Ij l 1 つ

2 1i l
dつ 2 1

4 l 1

l l

北西部 l 4 2

2 I54 8 11
dつ

21
21 2 8

18 4 15

5 50 2 。、 J!1

6 11124 11 l

7 11 7 3

8 4

9 37 14 2 19

中央官 Ij l

2 l i

カマド付近 l 2i 2 l 23

2 3i 12 6

3 1i 4 32 18

4 5

5 4 16

6 2 11 l

7 2 1 l

8 7i 3 18 12

炉j詞問 1 3

2 2

3

4
ぷ仁』1 計 19ii噌l ワi 生46ωつ 67 ワω 13 171 3

切回前奇地 C 2)遺跡出土炭化種子表①

ぞめ

よよ

1 号住居跡炭化種子サンプル採集区図

‘て



図号住居跡炭化種子サンプル採集区図

No. L (mm) W (mm) T ‘I‘，、mm)

O. 70 16 1. 35 1. 10 070

O. 75 17 1. 35 1 20 O. 95

O. 70 18 1..25 i o5 O. 60

O. 90 19 1.25 1. 10 O. 85
。 75 20 O. 95 O. 90 O. 60

O. 70 21 1. 10 1. 05 O. 65

O. 75 22 1. 30 1. 15 O. 80

O. 90 23 1. 10 1. 00 O. 90

O. 90 24 1. 20 1. 15 O. 90

O. 50 25 1. 15 1. 00 O. 65

O. 55 26 1. 15 1. 10 O. 75

O. 60 27 1. 20 1. 00 O. 75

O. 65 28 1.40 1. 20 O. 90

O. 70 29 1. 30 1. 25 O. gO

30 I 20 1..ｷ00 O. 90

平 :t・5:j 1.ｷｷ19 1.06 O. 75

分 散 O. 01 O. 01 O. 01

標準偏差 O. 11 O. 10 O. 12

[表 B ]
クー ド オオ(粒ム) ギ ア(粒ワ} (ヒ対ニr)- マタ(紡タ)ピ属 トチ()ノ十)キ潟 不明(ミ粒レ) ット 不明(粒種)子

3 -t予{主J;ij-g亦WI必 丙カマド

2
3 2

5
6 1 1 I l
7 2 I
8 1

巾央

2 l 1
3
4
5
6
円J

耳E カマj: 1
?

3
4
日

日

カマド I'·市 T!.Yカマド

ワ>

3
4
5 1
6
/

8
9 1

10 1
11
12
13
14,
15
16 1
17
18 l 1
19
20 1
21
22
23
24,
25
26
27

"*カマド
ワ 1
3
4
5
6
7 1
8
9

10
11
12 1
13
1<1

15
16
17
18
19
20
21
22
23
2II 1 l
25
26
27

合計 2 9 2 2 10 2

切回前呑地 (2)遺跡出土炭化種子表②



[表 B ]

グリッド オオ(粒ム) ギ 日(・e十rふ， JJW寸ノ、) ヒ(絞エ) 二 マタ(:!'タ古) ピJ.'i'l トチ(Jノ十) キ樹 不qq( ミ校レ) ット 不明(粒種) 子

3 丙カマド

2
3 2

1I
5
6 1 i 1
7 2
8 1

中4士

ワ“ i l
3
4
5
6
7

耳E カマド 1
2
η‘コ

5
6

カマドード市 凶カマド 1
?

つOJ

4
5 1
6

8
9 1

1ハU l
11
12
13
14
15
16 l 1
17
18 1
19
20
21
22
23
24
25
26
27

]，/£カマド

ワM

3
4
5
6
7
8
9

10
11
12 1
13
14
15

一
16
17
18
19
20
21
22
23
24 1 1
25
26
27

ぷ口誌 言 I· 2 9 2 1 2 10 2

切回前谷地( 2)遺跡出土炭化種子表②

図 2 3 号住居跡炭化種子サンプル採集区図

[表 C]

No. L( 、(~~“ 、I‘I W (r 日) T (mm) No. Tレ (、，.、 mm、J、J W (mm) T (、mm、)

l 1. 15 1. 00 0 , 70 16 1. 35 110 O. 70

2 1 , 15 1. 00 O. 75 17 1 , .ｷ35 1. 20 0 , 95

3 1. 15 1. 05 O. 70 18 1.. 25 1. 05 O. 60

4 1. 15 1. 20 0.90 19 l 25 1. 10 O. 85

5 1. 35 1. 05 O. 75 20 O. 95 O. 90 O. 60

6 1. 20 1. 00 0 , 70 21 1. 10 1. 05 O. 65

7 1 ,· 25 1. 05 O. 75 22 l 30 1. 15 O. 80

8 1. 30 1. 15 O. 90 23 1. 10 1. 00 O. 90

9 1. 20 1. 30 090 24 1. 20 115 O. 90

10 1. 10 O. 95 O. 50 25 l 15 1. 00 O. 65

11 1. 05 O. 90 O. 55 26 1. 15 1. 10 O. 75

12 1. 05 O. 95 O. 60 27 1. 20 1. 00 O. 75

13 1 10 0 , 95 O. 65 28 1...40 1. 20 O. 90

14 1. 15 1. 00 0 , ·.7 0 29 1.30 1. 25 O. 90

15 1. 00 I 。。 。 70 30 1. 20 1. 00 O. 90

平 均 1.<19 1. 06 O. 75

分 散 。 o1 O. 01 O. 01

標準偏差 O. 1 O. 10 O. 1

切回前谷地(2)遺跡アワ計測表



1a コメ 1b コメ 2a オオムギ(背面 オオムギ(腹面)

4a ヒエ の拡大 X750

X35 撮影のスケール r の間備 1.0rnm

図版 -9 炭化種子( 1)



の拡大 X35

9e 9a の拡大 X1500

8a マメ科

9d 子葉 X35

図版 -11 炭化穂子( 3)

5c 5b の拡大 X35

7c 現生リョクトウの子葉 X35

6b 現生アズキの子葉

5b マメ科(子葉)

図版--10 炭化種子 (2)

5a マメ科(表面)

Ta 現生のリョクトウ 7b 現生リョクトウの子葉

6a 現生のアズキ



トチノキ属(表面)

図版-12 炭化種子( 4)

12b トチノキ属(裏面)


